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会社を成長に導け！ 



ストーリー 
皆さんは、とあるベンチャーの企業の経営陣です。 
上場を目指してビジネスを急速に拡大しており、日々多くの人が増え、会社は順調に拡
大しています。 
企業が成長していくと、それぞれのステージで様々な「セキュリティ上のリスク」も発
生してきます。 
皆さんはこれから、与えられたルールのもとで事業の成長＝利益の拡大を目指しつつ、
セキュリティ上の課題についても考え、事前・事後に対策を打っていかなければなりま
せん。 
とはいえ、まだ若く小さい企業で、セキュリティに関する専門の部署などは置かれてい
ません。 
皆さん自身もまだまだ組織におけるセキュリティについては手探り状態です。 
自分達も成長しつつ、会社を守り、成長させていきましょう！ 

チームで競い合い、最も多くの利益を獲得したチームの勝利となります！ 

ゲームの流れ 
Phase1：アクションフェーズ 
 会社の規模を拡大したり、セキュリティ体制を構築したりする
ことができます。 
Phase2：決算フェーズ 
 フェーズ1で行ったアクションをもとに決算を行います。 
Phase3：イベント発生フェーズ 
 セキュリティ侵害などのEventが起こります。Phase1でどのよ
うな打ち手を行っているかによって、被害を未然に回避したり、
大きな被害が発生したりします。 
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Phase1 アクションフェーズについて 

アクションフェーズでは、実際に皆さんが経営陣として様々な取り決めを行います。 
実行できるActionは、1ターンにつきいずれか1つです。 
ここで実行できるアクションは、以下のようなものになります。 

①会社成長CARDを取得する 
会社成長CARDを3枚引き手元にストックすることができます。 
 
②会社成長CARDを実行する 
会社成長CARDは手元にストックしている段階では機能せず、「実行」して初めて効果を発揮します。 
 
③セキュリティ対策を実行する 
「セキュリティ対策」を実行します。該当するセキュリティ対策を実行しておくと、セキュリティEVENTが
発生した際の被害を抑えることができます。 
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Phase2 決算ついて 

全員のアクションが規定回数終了したら、決算を行います。 
計算方法はシンプルで、 

 顧客接点×顧客単価＝利益 となります。 
 
例えば右のような状況の場合、 

 10×5＝50 が今期の利益となります。 
ただし、この後イベントの影響を受ける 
ことになるので、ここで一端出た決算結果は第1期売上の（暫定） 
という所に書き込んでおきます。 
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Phase3 イベントについて 

イベント発生CARDは、Phase1の最中、決められたターンになったら1枚ずつめくられていきます。 
そのCARDに書かれているEVENT（Security INCIDENT）が、期末に発生することになります。 
自分達がどのような影響を受けるのかを考慮しつつ、対策を立てていきましょう。 
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